別紙様式第２号

個　人　調　書

	履　歴　書

	フリガナ 氏
名
	
	生年月日
（年齢）
	年　　　月
　日
（満　　　歳）

	現 住 所
	　教員応募の場合は「履歴書」に記載されるため，ここには記載は不要．

	学　　　　　　　　　　　　歴

	年
月
	事
項
〔大学卒業から記入する〕

	
	教員応募の場合は「履歴書」に記載されるため，ここには記載は不要．

	職　　　　　　　　　　　　歴

	年
月
	事
項

	
	　教員応募の場合は「履歴書」に記載されるため，ここには記載は不要．

	学会及び社会における活動等

	

	年
月
	事
項

	
	所属学会・国際会議・社会における活動状況を記載して下さい．

	賞　　　　　　　　　　　罰

	年
月
	事
項

	
	受賞に関しては，受賞名とその内容，授与団体を記載して下さい．

	　　上記のとおり相違ありません． 
　　　　年　　　月　　　日
氏
名
印


※　枠の大きさが不足する場合は適宜拡張して記載してください．（複数頁記載可）

別紙様式第３号

研究業績・その他一覧
氏名：　　　　　　　　　　　　　
※　下記枠の大きさが不足する場合は適宜拡張して記載してください．（複数頁記載可）
	著書，学術論文等の名称
	単著
共著
	発表・発行の年月（西暦）
	発行所・発表雑誌等の名称
	・著者名

・概要（100字程度，英文の場合は

50 Words 程度）

・役割分担

	【著書】

【学術論文】

A1

A1’
A2

・・
【学位論文】

【国際会議プロシーディングス】

B1

B2

A2’
B3

・・
【参考論文】
C1

C2

・・
	　
	　
	　
	　


著書，学術論文，学位論文，プロシーディングス及び参考論文について

ⅰ 論文題目の記載は原著論文に用いられた表式のとおりとする．

ⅱ 著者名は，本人に下線を引いて明記し，10人以上の場合は，5名程度を記載し，他○○名と記す．役割分担は，「研究方針の決定」，「○○に関する実験と考察」，「第4章 ○○の制御（p.83-p.122）を○○○，○○○○と3名で執筆」，「共著につき本人担当部分抽出不能」，のように記入する．
ⅲ【学術論文】は査読制のある学会誌等に掲載された論文とする． 和文英訳論文（再録論文）には，学術論文と同じ番号を付し，右肩に「’」を付ける．
ⅳ【学位論文】は【学術論文】の最後に記し，番号は付けないが学術論文数に含める．

ⅴ【プロシーディングス】は，全文査読制のある国際学会等のプロシーディングスに掲載された論文とする．和文学術論文を英訳したプロシーディングスには，学術論文と同じ番号を付し，右肩に「’」を付ける．

ⅵ【参考論文】には，上記以外の論文，国際学会等のプロシーディングス，解説及び総説等を含める．

ⅶ 発表誌名は省略せずに記す．

ⅷ 発表誌の巻（号），頁は，○○（△△），▽▽―◇◇の形式で記す．巻は太字である必要はない．

ⅸ 原則として新しいものから発表年月順に記載する.

	番号
	発　明　の　名　称
	公 開 日
または
出 願 日
（西暦）
	登 録 番 号
または
出 願 番 号
	発　明　者
	出　願　人

	1

2

1

2

1

2
	【登録特許】
【出願特許】
【他の知的財産】

	
	
	
	


特許等について

ⅰ 登録特許，出願特許に区分して記載する．

ⅱ【登録特許】：発明の名称，公開日，特許の登録番号，発明者，出願人を記す．

ⅲ【出願特許】：発明の名称，出願日，特許の出願番号，発明者，出願人を記す．

ⅳ 他の知的財産についても，特許に準じて記載する．

	番号
	講　演　題　目
	発表年月(西暦)
	発表した学会等の名称
	講演者・連名者

	1

2

3

・

・
・
10
	【学会発表】

	
	
	

	科学研究費等の採択状況
	（最近10年間に限る）

	その他（特に重要と思われるもの）
	


学会発表について

ⅰ 学会発表は最近のものを10編程度について発表年月順に記載し，他○○編と記す．

ⅱ 講演者・連名者は，本人に下線を引いて明記し，10 人以上の場合は，5 名程度を記載し，他○名と記す．

別紙様式第４号
教育実績・その他一覧

氏名：　　　　　　　　　　　　　
※　下記枠の大きさが不足する場合は適宜拡張して記載してください．（複数頁記載可）
	番号
	担当科目名
	担当期間（西暦）
	実施した大学等

	   1
   2

	【学部等】 
　○○工学
　○○力学
【大学院】
　○○工学特論

【非常勤】
　○○工学
	　○○○○年度～○○○○年度
　○○○○年度～○○○○年度
　○○○○年度～○○○○年度
　○○○○年度～○○○○年度

	◇◇工業高等専門学校
○○大学○学部
○○大学大学院○研究科
◇◇工業高等専門学校

	教

育

実

績
	現在までに指導した学生数（在籍者を含む）

	
	
	博士前期課程
	博士後期課程

	
	主指導教員として指導した学生数
	名
	名

	
	　　うち留学生
	名
	名

	
	　　うち現在も指導している学生
	名
	名

	
	　　うち課程博士を取得した学生
	名
	名

	
	論文審査実績

	
	主査を務めた課程博士申請者数
	名

	
	副査を務めた課程博士申請者数
	名

	
	これまでに取得した大学院博士課程研究指導資格の種類　　※該当する資格に○

	
	博士前期課程
	研究指導教員資格　　・　　研究指導補助教員資格　　

	
	博士後期課程
	研究指導教員資格　　・　　研究指導補助教員資格　　

	
	例）20○○年○月○日～20○○年○月○日：工学部長



	
	


教員応募の場合は，ここに記載された項目以外を提出書類の「現在までの教育と研究の概要（別紙様式自由）」に記載して下さい．





大学等運営上の実績





その他（特に重要と思われるもの）








